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今年度も地域'企業・関係機関の皆様には様々な場面

で教育活動をご支援いただきましたこと、誠にありがとぅござ

峠繊則陣校★

グ'ニー

いました。次年度も引き続きよろしくぉ願い串し上げます。

さて、これまで創立当初からの学校毅育巽標を、その理念

を継承しつつ、子どもたちが馴染みやすいように洩のようにい

たします。

教育疑標「しんじる?なが墨墜ちをひらく新・鶴・見口

「しんじる」■嘉分を信以自分に自信を児って

「つながる」⇔仲間と、地域とつながり(力を合わせて)

「みちをひらく」才未惣なる道を自分たちの力で切り際く子

新鶴見通信

皆様と一緒に、このような子どもの姿を興指して歩んでまいり

＼たいとかんがえています。どぅぞよろしくぉ願いもうしあげます
・、新候見小学校長濱田哲也
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今年度を振り返ってみますと、サマーフェスティバ

ルでは恒例のアイスパインを出店させていただき、

若手男性職員が江ケ崎八幡神社の榔神輿担ぎに

参加、町内の皆様にご協力頂き合同避難訓練の実

施、新鶴見小学校の学童のイベントとして認知症サ

ポーター講座開催、新鶴見ホーム「秋祭り」では地

域ボランティアの方々に模擬店をお手伝い頂き、年

末には餅つきと、地域の皆様とホームの関わりが

年々深まっていくのをかんじます。お客様もお祭りや

行事をとても楽しみにされています。地域の皆様、

本当にありがとうございました。今後ますます人狩増

加や年齢層が広がりを見せるこの町内で、介護のこ

とについて気軽に相談できて、サービスを利用でき

る、頼れるホームとしての役割を担っていきたいと

思いながら、職員一同、新年度に向けて頑張ってま

い珍ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

新鶴見ホーム担当課長野村貴子

新鶴見人道餓を越えたところにある「まちのはらっぱ」の

梅の花がほころび、桜のつぼみが色づいてくると旅立ちの季

★新鶴見ホーム★

★系雁鳥晃小
ニミュニティハウス★

節がやってきます。たくさんの人たちが数々の思い出を胸に

卒業を迎え、新しい世界へと羽ぱたいていきます。心が沸き

立つひびです。

コミュニティハウスは時代や季節が変化する中でも、いつで

も変わらず開館しています。日々の暖かさに誘われる待望の

春、アレルギー対策のマスクよ、さようなら!すっきりした気

持ちで新年度、新元号の世の中をあるいていきましょう。

新しいことを始めるに最適の季節、皮かけるきっかけに迷っ

たら、どぅぞぜひ楽しい情報瀧載の、コミュニティハウス発行

の「そうしゃじょう」をご覧ください。コミュニティハウスでは、

様々な講座や催しを企画しています。身体を動かすことにチ

ヤレンジ?お友だちをつくる?情報交換する?充実した読書

生活を送る?思い立ったらそれがきっかけです。ふらっと立

ち寄ってみてください。皆さんのご来館を心より壽まちしてい

ます。

＼、>広二

亀e民曇馬趣邑金備患

冠罍罍罍罍冠罍罍罍罍鯨鯉@罍罍罍罍鯨罍罍罍罍罍罍罍罍@罍罍匙鯉罍

★新鶴見公園★

新鶴見小学校コミュニティハウス館長伊藤崇子

昭和4年に開設し、かつて東洋一と呼ばれた巨

大な「新鶴見操車場」が、日本の貨物輸送の変化

に伴い、一部機能を残して廃止されたのは昭和59

年でした。10年近く更地のまま放置されていた

広大な跡地に、平成7年、最初に建設されたのが、

旧操車揚の名を冠した新鶴見小学校です。

それ以降、旧操車場や工場跡地に、六規模な集

合住宅や大型商業施設が次凡と建設され、町の姿

が大きく変貌してきました。平成25年には、操

車場開業当時の談まで、地域のランドマークだっ

た江ケ崎跨線道路橋も、現在の姿に架け替えられ

ました。かつては田畑が広がっていだ、この卸の

原風景を知る人も少なくなってき家した。

いざという時のだめに

日頃の「近所愆き合い」を大翊に

寒い冬も終わり、公園にも春がきました

利用者の皆さんが清潔で、安全、安心に過ごせる

公園を疑指して頑張ります。ごみは各自持ち帰り

に協力をお願いいたします。

毎月第2・第4日曜日の午前中草刈りなどを行い

ます。お手すきな方、お手伝いお願いいたします。

新鶴見公園愛護会菊池武徳

倭ee各6侮邑@●盛屡金母■邑怠登翰.
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平成30年度も皆様のご篤力で無事「結しん

ぶん第47号」をお届けすることができました。

皆様に興味を持ってお読みいただけているのか

と毎号気になっております。どうぞご意見、ご

感想を船寄せください。けご
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下図をご覧ください。平成 10年2,128 人で

あった江ケ崎蹄の人口は、ことし 2月未には

フ,905 人となり談した。この 20年閻で、約

2200世帯、約5700人の方がたが、新たに江

ケ崎町民となられたわけで、人口増がいかに急激

であるかがよく分かります。

昔からの住民と新しい住民のみなさん、あるい

は新住民のみなさん同土闇で、交流が恋されお互

いに顔が見える関係が築かれているでしょうか。

江ケ崎脚人口の推移

で、助け合い'支え合って蓉らしてきました。

しかし、経済・社会環境が変化する中で地域との

関わりがなくても生活ができるようになり、人び

との価値観や生活スタイルが大きく変化したため、

近所村き合いの必要性が薄れてきて恥荻す。

農耕社会型の小地域内での支え合い、助け合い

「結い」の精神は、高度成長期とともに終わっ

てし荻った、とも云われ談す。以前から都会では

近所付き合いが希薄だといわれていますが、ここ

江ケ崎でも例外で恋く瓶っています。確かに、都

会生活における匿名性はとても楽ですし、地方に

は実名性の世界の、うっとぅしさわずらわしさが

あるような気がします。

一方で、阪神淡路大震災後、事あるごとに「地

域コミュニティの重要性」が指摘されています。

突然やってくる大災害では、消防も警察も被災

者ですから、すぐに助けてはもらえ談せん。特に

発災直後は、まず「自分を守る」「家族を守る」そ

れから「近所を守る」ーそこに居合わせた人びと

が力を合せて、目前の緊急事態に立ち向かわなけ

ればなりません。

「コミユニティ活動が活発な地域、向こう三軒両

隣の繋がりが強かったところほど、住民の手によ

つて救出された人の数が多かった」阪神淡路大震

災の貴重な教訓です。

多くの人は、日常的には深い位き合いは望まな

いものの、困っだときには助け合いたいとの希望

をもっており、いざという時には近接関係を頼り

にレている、との調査結果もあり談す。
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平成元年(1989)

平成 10年(1998)

平成20年(2008)

平成31 算(2019)

(各年とも 1月31日現在、 H31年のみ2月28日現在)

出典/横浜市統計ポータルサイト

半世紀前まで、膝業がさかんであったこの町は、

住民同土の連帯感が強く、日常生活の多くの部分

世帯数

793

875

2,105

人口

3,091

2230

2,128

5,108

7905 地域とあまり関わら惹い生活を望薮れる方も

おいででしようが、日頃から近所の人とあいさつ

を交わし、町内や地域の行事に参加して、顔を覚

えてもらう・覚えておくことをおすすめします。

(黒川修三)

島
叉
y

J
》

.帰
ル
趣

、
4
4
,
僅

f
'

4
ヨ

、
W
、
〆
●

元

号

ん

7
罍

4第

L

@

魯ξず

＼
こケ

、V



◇亀◇江告崎堀区偽年齢別人口n比鞍◇亀◇
地区別人口については、集計上の誤差があり、実態と一致しない場合があります。

出典:横浜市統計ポータルサイト

現在

(H30-3-31)

5年前

(H25-3-3つ

(高齢化率=65歳以上人口/総人口)

姦月恕儒て「江今崎地燧祉協桜祉擦幾会」(趣称.江ケ鱒杜纏)」と謄?

①社会福祉協議会(略称:社協(しゃきょう)とは?

社協は全国組織です。全国社協→横浜市社協【市社機1→鶴見区社協【区社櫨1→江ケ崎地区社協【地

区社協1と、大地域から小地域へと段階的、系統的に設置されてぃます。

横浜市内の地区社協は、おおむね連合町内会を単位として組織されています。江ケ崎地区社協のような

「同じ町内に江ケ崎町内会と江ケ崎地区社協がある」のは、とてもめずらしいケースです。

②鶴見区には、いくつ地区社協があるの?

鶴見区自治連合会単位のもの17と、町単位の江ケ崎地区社協の合計18社協です。

それぞれの地区で、広報紙の発行'子育て支援・高齢者食事会'高齢者サロン・福祉保健講座などを行
つてし.、荻す。

③江ケ崎地区社協(略称:江ケ崎社協(えがさきしゃきょう))はいつ生まれたの?

平成10年、江ケ崎町内会は矢向地区連合町内会を退会しぎレた。

それにともない平成12年、新たに江ケ崎町社会福祉協議会が結成され、平成21年に鶴見区内 18番

目の「地区社協」として、正式承認され荻した。

平成27年、会則を改正し「江ケ崎町社協」から「江ケ崎地区社協」に名称変更し談した。「小地域での

きめの細かい福祉」をめざして18年が経ちました。

④どのような人たちで構成されているの?

町内会の役員や、民生委員・児童委員、保護司、老人クラブ、膏少年指遜委員、保健推進委員、「いちり

んの会」など地域ボランティア、福祉施設など、さまざまな人たちによって構成されています。

⑤活動の財源は、どこから出ているの?(平成30年度実績)

匡1亘蚕画遍*地区社協活動費(市社協補助金) 50,000円

*区社協世帯会費還元(世帯数1,920×@15円) 28,800円

*共同募金還元金(H29年度実績595200円X15%) 89,400円

*区社協事業上乗せ補助金 190,000円

*賛助会費還元金(H29年度実績564,000円X15%) 310200円

*江ケ崎闘内会よりの助成金 200,000円

⑥活動の拠点は、どこ?

江ケ崎町公会堂、新鶴見小コミハウス、新鶴見ホーム地域交流室が主な活勤の嬬です。

⑦鶴見区社協とのかかわりは?

区社協からは、江ケ崎社協の活勤がより展開しやすいように、次のようなパックアップをいただいてい

裁す。

①資金の補助→市・区社協の補助金、賛助会費の還元など、事業に必要な資金の補助

②惰報の提供→様凡な制度や地区社協に必要な情報

③地区の連携→各地区同士の連携を図ることなど

0~14歳

1601 人

1.486 人

15歳~64歳

4,688人

4270人

65歳以上

848人

675人

総人口

フ,137 人

6,431 人

高齢化率

1 '1,9%

(区平均 21.096)

10.5%

<鱸城包括亥擬セン嘩一ぶι1>
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スリーAは「あかるく・頭を使って'あきらめ恋しU を合言葉に全国に広まっている

認知症予防のプログラムです。それぞれの頭文字を取ってスリーAと呼ぱれています。スリーA

では認知症予防を楽しく、ゲーム感覚で行います。みんなと一緒に楽しい時間を過ごすことは、

認知症の予防だけではなく、年を重ねることにょる不安や寂しさも和らげてくれます。
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毎年この時期に礁忍知症サポーター養成講座』

を開催してい荻すが、今年度は趣向を変えて疇忍

知症予防スリーA講座」を開催しました。 3月

15日(金)の午後、新鶴見ホームの地域交流室

に集まって、講師の先生等も含め総勢 28 名で

スリーAのプログラムを体験しました。
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1 謄U誘侍緊張してい蒜研なさんぞ、彬んだんと打ち解け、~＼＼、
暴後のジやンケン大会は大いに盛ι1上がι1審しだ1

さまざまなゲームを行う目的は、ゲームを通し

て他者とふれあい、交流することです。ポイント

は『優しさのシャワー』といって、お隣同士で失

敗しないサボート(上手くいくように手助けする)

をすることや、「失敗しても大丈夫」とお互いを認

めてあげることです。そのことで、明るく前向き

恋気持ちになることができ弐す。

高齢者人口の増加や平均寿命の伸長にょり、認知症はもはや

めずらしい病気ではなくなりました。認知症を他人事と悪わず、

地域で支えあうことが大切です。また、地域とつながりを持つ

ことや、楽しみを作ることは、認知症を予防する上でも重要と

なります。スリーAはその1つの選択肢です。まずは、ご自分

なりの「つながの』や「楽しみ」を生活の中で見つけてみまし

よう!
武蔦

矢向地鯱ケアフ弓梦地域包括支擬セン嘩一
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架け替え工事が始まった

「末吉橋」のはなし

鴨志田正晴

末吉橋は,鶴見川に架かり、横浜市と川崎市をつないでい荻す。
末吉橋より下流は両岸とも横浜市鶴見区ですが、上流の鷹野大橋までの左

岸は川崎市幸区(小倉・南加瀬)です。

幸区HPに「鶴見川はかつて、米や農産物下肥などを運搬する船が往来

していて、未吉橋のたもとには、昭和15・6年頃まで「橋場」という屋号

の船着き場がありました。ここから東京方面への舟便は、東京湾を経由して

秋葉原の万世橋まで運行Uてい家した」と記されてい茂す。

従来の木製の橋が、現在のコンクリート橋となったのは55年前です。

昭和25年に下末吉から小倉に抜ける上り線(鶴見川上流側)が造られ、

14年後の昭和39年に小倉から下末吉に抜ける下り線(鶴見川下流側)が

付足されて、総幅員133mの現在の「末吉橋」となりました。

この橋は、東名高速道路に繋がる尻手黒川道路と環状2号線を結ぷ重要な

橋であり、第一次緊急輸送路です。しかし、築55年で老朽化は進み、通行

する車両の大型化、歩道・車道との幅が狭小であるために起きる交通渋滞・

歩行者の通行への支障などの観点から、対策が必要となってきました。

平成 24年には、江ケ崎・矢向一丁目両町内会は、歩行者の安全向上と渋

滞解消のため、未吉橋の架け替えを求める要望禽を提出し家した。

'1嚇鮎嘉^、

平成27年2月、横浜市と川崎市は末吉橋の架け替えについて、共同事業

として基本協定を締結したとの発表がありました。なお、この事業は横浜

市が主体で行い、事業費は二分のーずつ負担することとなりました。

なお、工事は片車線ずつ仮橋を造り車線を保ちながら、周辺道路に影響の

出ない形で進めていく工事方法がとられるようです。

工事期閻は、 2015年から2028年で、概算費用60.1億円が見込まれ

てい談す。
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◇架1づ替え後はー・・ー

①耐震性を高めることで大地震が発生しても、緊急輸送路としての機能を
確保し談す。

②歩道を広げることで、安全で快適に利用できるようになり家す。
③右折レーンの延長、交差点の改良などにより慢性的な渋滞を減らしま

す。

④橋脚の本数を少なくすることで、大雨の時でも鶴見川の流れをスムーズ
にさせます。

^
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133m

(中央帯・路肩・地幅含む)

(完成イメージ図平成31年3月現在)
松

現在の橋

◇新旧橋梁の比較

車道45mX2

歩道15mX2

108,oom

188m

(路肩・地幅含む)

新しい橋

車道 325mX2

十3mX1 佑折レーン)

歩道325mX2

橋の長さ

幅員

幅員構成

◇参考資料:末吉橋個別施設計画(架替事業)

10786m
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一新潟県十日町市の生談れ

新潟県の南部(中越地方)信濃川中流域にある十

日町市がふるさとです。日本有数の豪雪地帯で、絹

織物と魚沼コシヒカリの産地としても知られてい

ます。この地で16年間を過ごしました。

生家は農家でしたが、農作業は嫌いでした。
、、^
^^
^^

ズはもちろんゲジゲジや青虫など、虫が怖いとい
う単純な理由からでした。

10歳も上の姉は、私とは対照的な行動派でした。

既に横浜に嫁いでいた姉に、私は憧れの気持ちを持

つていました。昭和36年、正月に帰省していた姉

にくっついて、横浜に来てしまいました。内向的な

自分が、思ったことをすぐ行動に移したのは、この

時が初めてでした。

姉夫婦の住む総持寺前の家から、姉の伝手で就臓

した東京大森の「日立ランプ」に通勤しました。

^和56年江ケ崎(さくら地区)ヘ

昭和42年に結婚。同郷の方の紹介で、見合い

結婚でした。主人は秋田県生まれの建設業でした。

職人気質の律儀で誠実で正直な人だと思ったその

時の印隷は、今も少しも変わりません。

昭和46年矢向一丁目に移り、昭和56年、江ケ

崎の現在地(さくら地区)に来ました。多くのみな

さんに支えられてはや38年になります。

平成6年、江ケ崎に初めて誕生したボランティ

アグループ「いちりんの会」の一員に加えてもらい

ました。いまも続いている「ひとり薯らし高齢者の

食事会」は、この時がスタートでした。

その後、お花の教室や、フラダンスに誘われて

楽しい時間が増えましだ。

私は、先頭に立って音頭をとることはできないけ

れど、側面からお手伝いをするのが好きです。

始談ったばかりの江ケ崎社協の「子育て広場」で

出会った未就学児が、その後、特別支援学校へ入学

スクールパスで登下校されることになのました。

車椅子が手放せないお子さんですが、自宅からパス

学校では、目立たない普通の子でした。好きな教

科は理科、家庭科で、嫌いなのは算数、体育はまあ
まあでしだね。雪国ですから、スキーやスケートの

停までは自立での通学です。そこで登校時のお世話

を引き受けることにしました。土日を除く毎朝の、

約1時間を12年問続けました。
そのお子さんはこの審、小・中・高の課程を終

え、望んでいた障害者支援施設「希望」への入所が
決まりました。1山の底からよかったと思ってい該す。

平成20年開所問もない「希望」にパートとし
て勤めることになりました。主人が倒れてりハビリ

することになり、私も何かしなけれぱとの強い思い

があったからです。

「希望」での利用者さんは、年齢や障害の程度を

基準に、各ユニットに分かれて薯らしています。

私は重症の女性のユニットが担当でした。この仕
事は、自分の性格にあった天臓だと思えるくらい充

実した時間でした。70歳定年制でしたが1年間の

延長を頂き、 7年間を過ごさせてもらいました。

利用者さんも、職員さんも、みなさん私の子ど

もや孫の世代です。大変貴重な経験を積ませてもら

つたと感謝してい談す。

えて

り'導'

長い間、調理を担当をしていた「長寿を祝う集い」

は、去年から「お客さん」の席に着かせてもらって

います。「子育て」「孫育て」が無事すんだいま、

れから何をしましようか。やはり里親になったネ

コが生きがいでしょうか。いま一番の至福の時は、

愛ネコ「ちゃこ」との時間です。

愛ネコ「ちゃこ」は、飼い主のいない猫との共生

を目指す「地域猫の活動」に、地道に取り組んでこ

られた方からの、素敵な贈り物なのです。

インどユー
平成23年、奥山さんは鶴見区社協より「介護功

労者」として感謝状が贈られました。

「私が、頂くなんでとんでもない。贈呈に相応しい

方が、他にたくさんおいででしょうに」と固辞され

たのですが、「地味で地道な、息の長い活動こそ

童です」とお話し、やっと納得して頂いたことを思

い出します。推薦者のひとりとレて、ほんとによか

つたと思っています。(鴨志田正晴さん談)

おくやま

授業がありました。

卒業して、早く働きたかったとの思いもあって、

地元の紡績工場に就職しました。十日町は、古くか
ら雪で閉ざされている冬の副業として綴物業がさ

かんでした。中学を終えて、この仕事に就くのが当
たり前と思っていました。

奥山アキさん

生まれ:昭和 19年(1944)11月2日満74歳申(さる)年

新潟県中魚沼郡水口沢(現十日蹄市水口沢)

6人兄弟(4男2女)の4番目で次女

家族:夫、(子)娘2人(孫)男2人

趣味:料理、(むかしは)カラオケ

講演会発表会などを「見たり闘いたり」が好き

晴好:(食ぺ物D 嫌いなものは、ありません。

トマトが大好物。毎日食ぺています。
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一→沼和36年横浜鶴見へ
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